
5.まとめ

本報告では，ショートポストの有無により反射位相を制御するメ
タサーフェス反射板を提案した．製造誤差を模擬した統計的解析
を行った結果，提案構成は従来構成と比較して，製造誤差が生
じた場合でもメインローブの利得低下が小さく，かつサイドローブ
レベルを低く抑えられることを明らかにした．
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ショートポスト付メタサーフェス反射板に
関する研究

Abstract 3. 解析モデル及び諸元

1. メタサーフェス反射板の概要
4. 誤差評価のCDF(累積分布関数)の結果

提案構成は角度安定性は従来構成に劣るが反射強度
の安定性とサイドローブの抑制力において
ロバスト性を有していると考えられる

提案構成は角度安定性は従来構成に劣るが反射強度
の安定性とサイドローブの抑制力において
ロバスト性を有していると考えられる

2. 製造誤差要因

提案構成の変動幅小

Beyond5G/6Gのカバレッジホール対策としてメタサーフェス反射
板が注目されていますが、従来の素子寸法を変えて位相制御す
る手法は、製造誤差による特性低下が課題となる．
そこで本研究では，パッチ素子と地板をショートポスト(SP)で接
続し，SPの有無(配置の組み合わせ)によって反射位相を制御す
る構造を提案する．素子寸法が一定であるため，製造誤差によ
る反射特性低下の影響を受けにくい． スーパーセルで構成され
たメタサーフェス反射板に製造誤差を与え，散乱パターンの変化
を従来構成と提案構成で比較し，提案構成のロバスト性の評価
を行った．
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金属素子の寸法により反射位相を制御

ユニットセル スーパセル メタサーフェス反射板

SP(細い金属素子)の有無(配置の組み合わせ)に
より反射位相を制御

寸法誤差による位相変化の影響を受けにくい

素子寸法が一定SP(ショートポスト)

金属素子
誘電体 金属板

表面パターンが機械的な公差
でズレが生じる

加工ムラが生じ寸法誤差が発生

各ユニットセルに2種類の誤差を
考慮しロバスト性評価

位置誤差

寸法誤差

◆中心位置からランダムに変位させる

◆一様に素子の大きさを変える

本研究では…

提案構成の変動幅小

従来構成の変動幅小

提案構成 > 従来構成
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従来構成 > 提案構成

提案構成：約0.5dBの変動
従来構成：約1.2dBの変動

提案構成：約5.0dBの変動
従来構成：約8.0dBの変動

提案構成：±2度の変動
従来構成：±0.5度の変動
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